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Local Communities and Governance of Domains in the 7th Century :  
Kofun, Temples, and Establishment of Villages in Ibo County, Harima Province

　400 年間も続いた古墳築造社会から律令体制への時代転換にあたって，新たに導入された地方支
配方式の史的画期を追究する。『播磨国風土記』をひも解き，郡里領域を比定しながら，古墳や寺院
の地域的実態と比較する。検討の俎上に載せた地域とは，播磨国揖保郡 18 里である。
　郡内において，6 世紀半ば以降の後期前方後円墳が 11 基，後期古墳は 1255 基を数えた。古墳の
造営集団は約 400～500 家族（戸）を想定するが，分布や墓域は風土記に記す里領域とはほとんど整
合しないことがわかった。有力な終末期古墳は数が限定され，これも分布実態は里領域と合致しな
かったが，むしろ郡司層を被葬者に考えることができた。
　いっぽう，7～9 世紀に建立された古代寺院は 14 カ寺を数え，1 里 1 寺に迫る分布を示している。
古墳と異なって，寺院は里を意識した建立がなされている。寺院が地域社会の統合を促進し，知識
寺院としての役割が想定できる。また，官道である山陽道と美作道が通る里での寺院建立は徹底さ
れていたことから，護国仏教の浸透とあわせ，往来から見せる律令国家の機能を考えた。
　18 里の設定原理を探ったところ，里の総面積に大きな差があっても，開発（生産）面積は小差で
均等的であることがわかった。このことから，里は従来からの古墳を媒介とする族制的支配を否定
し，均等的かつ網羅的な土地の領域支配の基礎単位と推定する。里は開発面積を前提に土地領域と
して区分され，地域社会の賦課と徴税単位として設定された。それは律令国家を支える地方社会の
基礎的単位であり，現実にそれを統括したのは郡司層であった。
　人的支配であった古墳に代わる新たな地方支配の原理は，土地の領域支配であった。風土記や里
領域の分析，寺院建立の実態から，播磨地域における領域支配の実質的開始は 7 世紀末の持統朝と
考えられる。
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